






代表 中西 達也 
 
 山形英語研究会の会員であり，山形大学においても長年にわたって英
語学分野をご担当されている佐々木正彦先生が平成 29 年 3 月末で定年
退職を迎えられました。今までですと後任人事が行われるところですが，
大学がポストを新設し，佐々木先生にお残りいただけることになりまし









和 27 年（1952 年）1 月 4 日，ご出身は宮城県加美郡色麻町です。宮城
教育大学卒業後，東北大学大学院文学研究科英語学専攻博士課程に進ま
れ，後期課程中の昭和 53 年（1978 年）4 月に山形大学教育学部に着任
されました。 
 爾来 39 年山形大学に奉職され，その間における特に大きい功績とし
ては，大学運営では，大学の寮問題の解決（平成 11 年～13 年），副学部
長＋学部長代行（平成 26 年～28 年），学会運営では，東日本大震災直後
の全国英語教育学会山形研究大会の大会実行委員長としての実施をあげ
ることができます。 


















② 佐々木先生は学部の情報誌 Creation に，大学の寮問題の解決に取り














試験中止が昭和 44 年（1969 年）で佐々木先生が高校 2 年生のときです。
学生紛争最後の時代を過ごされた佐々木先生ですので，学生の気持ちを
察することができたのかもしれません。 






















を担当するいわゆるダブルカウント教員 1 名を含む総勢 7 名となりまし
た。平成 28 年度からは，佐々木先生が副学部長として責任者となり進
めた，8 コースを 2 コースとする学部内改革が行われ，学部の英語教員
は全員児童教育コース所属となりました。そして冒頭で述べた通り，佐々
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試験中止が昭和 44 年（1969 年）で佐々木先生が高校 2 年生のときです。
学生紛争最後の時代を過ごされた佐々木先生ですので，学生の気持ちを
察することができたのかもしれません。 
③ 佐々木先生の馬力に関しもう一つ書きます。東日本大震災から 7 年
になりますが，ちょうどその年，山形で全国英語教育学会が予定されて
いました。佐々木先生を除く教員は当然中止だと思っていたところ，佐々
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